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富山県におけるフキの害虫類について
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フキPetes"esj上zfo""sMiq・は日本原産の野菜と

して知られ，北海道から沖繩まで山野のいたるところに

自生している。これら野生のものや，屋敷のまわりで簡
単に栽培されているものなど各地で承られるが，近年は
ビニールや寒冷しゃを被覆したり，株の低温処理による

促成栽培がなされるようになってきている。

本県において集団的に栽培されているのは小矢部市松
沢地区，小杉町などでその栽培面積は約7haにおよん
でいる。県外のフキの産地としては愛知県，大阪府，東
北地方の一部に限られているようであり，そのためか，

フキの害虫やその生態などに関する研究は非常に少ない
ようである。

の

フキの害虫は高橋によれば18種記戦されており，また
6）

農林病害虫名鑑には7種記戦されている。ところで富山
県におけるフキの害虫類については調査確認した記録は
なく，栽培者間ではフキノメイガが知られているにすぎ
ない。そこで1970年から'72年にかけてフキの集団栽培
地の小矢部市松沢で調査確認したフキの害虫類につい
て，ここに報告する。

本報告に先だち，種の同定やご教示いただいた農業技
術研究所昆虫同定分類研究室福原楢男技官，線虫研究室
一戸稔室長，杉繁郎氏，川辺湛氏，南川仁博氏，また有
益な助言と試験調査の機会を与えて頂いた当農試望月正
巳場長，常楽武男主任研究員，現地調査に当ってご協力
いただいた小矢部農業改良普及所篠島康夫普及員の各位
にここにお礼申し上げる。

I調査方法および結果

フキを加害する害虫類についての調査は，主として小

矢部市松沢地区で実施し，飼育および現地ほ場で'70～

'72年の3カ年にわたって確認し得えたものは害虫類4

種と2亜種，それに寄生蜂1種であった。

1フキノメイガ類

乾式予察灯(60w二重コイル全つや消し白熱電球）を

フキの集団栽培地，小矢部市福上地区で'70年6月に設

髄し，’70～'72年の3カ年にわたり，誘殺昆虫とその発
生消長を調査した。

調査期間は5月1日から10月31日まで（'70年は6月

1日より開始）毎日調査した。
4）

その結果，誘殺されたフキノメイガ類はMutuuraら
の分類に従えばOsZF･j"izzez"sce"""isMutuuraet

Munroe,O．Zag拠魔""iho7zsh"e7zsisMutuuraet

Munroe,O.scZ""Jdz"ss"妙α"""Mutuuraet

Munroeの3亜種であった。このうち誘殺数の多いも
のは，o･zeQ"sc"か．α〃s,O･z"g"""e"jho7zsﾙ郡”塊s

で,O.s…"雷……が“はきわめて少なかった。
Mutuuraらによれば上記3亜種のうち,O．zcg""-

“”加酒"e72sisと0．scZp"ﾉ"iss狸〃αci/rcaの2亜

種の幼虫がフキを食すると報告しているが,O.zeQZis
Ce""今α"sの食性については明らかにしていない。

筆者らはフキノメイガ類の食性を再確認するために予
察灯付近の栽培地において加害されていたフキ茎中の幼
虫を室内飼育し,羽化させたが,O.zag認"“Ujho"s"-

zJe7zsisを確認することができたのみで，他の2亜種につ

いては調査し得なかった。従ってフキを加害するフキノ

メイガ類の発生消長の推移を検討するにあたって，食性

の不明な0．ze"is""""isを一応誘殺数から除外す

ることにし，確実にフキを加害すると考えられるo・

’
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り少なく，全般に発生が遅れ気味であり，9月2半旬の
ピークがやや高い傾向であった。．

，72年では初飛来日が5月15日と，’71年より約1週間

早く，誘殺数も多かった。第1回のピークは6月5日，

第2回ピークは7月12日，第3回は8月27日と過去2カ

年より早い傾向を示した。

2ヨモギオオシンムシガImOgr〃〃si7zQ""'zaHa-
worth

室内飼育および予察灯で確認。室内飼育はフキの塊茎

内に入っていた幼虫を'70年7月2日採集（採集地，小

矢部市島）飼育した。蛎化は7月22日で，羽化は7月29

日であった。

予察灯での誘殺状況は，’71年において9月に24頭，

10月に20頭とかなり誘殺された。

3ゴボウトガリヨトウG弓"y7zaノbF･fisButler

’71年6月10日に小矢部市北蟹谷のフキ畠より茎に食

入していた幼虫を採集し,25｡Cの恒温槽内で飼育した

結果，8月11日に蛎化，9月3日に羽化確認した。

4ウスケロハナアブChejZosicyeso7zibzMatsumu-

ra

’71年9月8日に小矢部市福上で加害株を掘り取り室
内自然温下で飼育した。

その結果，9月27日に初羽化を認め，10月中旬ころま

で羽化を確認した。

本種の幼虫はフキの塊茎に侵入し，フキノメイガ類と

ほぼ同様の被害様相を示し，塊茎を空胴化して，根部深

くまで食害する。ほ場での被害は5月から8月ころまで

継続して承られるが，被害のあらわれかたはゆるやかで

あった。

5キタネゲサレセンチュウ踊極tyJe7@cﾙ江spe泥g〃α'zs
Cobb

小矢部市福上で2年畠の塊茎の腐敗した部分より多数

検出された。

本線虫の防除を放射線照射による方法で試みようと

し，植付前のフキ株を照射したが，総線量5,000R以上
8〕

になるとフキの発芽，生育に影響が出た。一方，線虫の

致死線赴はネコプセンチュウにおいて一番感受性の高い
3）

2令幼虫で95,000Rが最低であり，放射線照射による

方法は実用上不能とみられた。

6寄生蜂Apa'z"Zesオ加打zlso"Lyle

フキノメイガ類に寄生していたもので，’70年10月17

日に採集した。
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’第1表フキノメイガ類誘殺状況
I
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注）飼査場所小矢部市福上

第2表フキノメイガ類諸元表
1
1

初飛来日

月日

5．21

5．15

飛来終

そく日

10．11

9．23

9．24

縫隣殺

数頭

345

153

319

飛来岐盛日

第1回鋪2回鋪3回
月日月日月日

6．087．318．31

6．107．15．9．07

6．057．128．27

調在年次

1970

1971

1972

zfzg""""加刀sﾙ郷e7zsisとO.scuzl"2QZisszubp(zciJM"

の2亜種を対象にした。

発生消長の推移は第1～2表に示したとおりで,'70年

では6月の発生は少なかったが，7月6半旬と8月6半

旬にピークがあり，9月1半旬以降はきわめて少なくな

った。

’71年においては，誘殺数が前年の約40％程度でかな

Ⅱ考察
1,2）

フキの害虫について，浅山らが被害調査やウスグロハ

ナアブの生態について報告し，少しずつその調査研究が

「
_一一'一
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にわたり調査した。その結果，次の4種と2亜種，寄生

蜂1種を確認した。

1フキノメイガ類o.zfzg""ce""o恋hzle"sisMu-

tuuraetMunroeO・sc""a"ss露妙“城ccMutu-

uraetM1mroe

2ﾖﾓヤｵｵｼﾝﾑｼ〃IWog7･Z'hisi"opi"2"

Haworth

3ゴボウトガリヨトウGrory刀αかγ"sButler

4ウスグロハナアブCﾙe""ifzyeso7zic"Matsu-

Inura

5キタネグサレセンチュウPwz2jfe'"hzdspg72e"α・

7zsCobb

6フキノメイガ類の寄生蜂〃α""Jes"o"がo"f
Lyle

－98－

なされている。

本県における加害種は，現在までの調査では4種と2

亜種で，とくにこのうちブキノメイガ類が主要な害虫と

みられ，栽培農家ではこの防除が主体をなしている。
4〕

フキノメイガ類についてはMutuuraらの分類によ

れば，フキを加害するものは2亜種とみられるが，さら

に検討したい。予察灯による羽化消長を承るとピーク

は，第1回が6月2半旬，第2回は7月3～4半旬，第

3回は8月6半旬～9月1半旬であったが，年3回発生

とみてよいかは，さらに調査年次を重ねて検討したい。

センチュウ類については，アレナリヤネコプセンチュ
6）

ウが記録されており，キタネグサレセンチュウについて
6）

も，西沢らによって確認されている。本種による被害株

は地上部の生育が悪く，2年畠においてかなり見受けら

れた。

穿孔性害虫としてヨモギオオシンムシガおよびウスグ
1〕

ロハナアプを確認し，浅山らも同様認めている。とくに

ウスグロハナアブはブキノメイガ類による加害とかなり

類似しており,加害時期や加害の特徴など検討したい｡本

種はフキノメイガ類と同様かなり重要な害虫であろう。

ゴボウトガリヨトウはゴボウやジャガイモで確認され

ているが，フキでの記録がないようである。実被害につ

いては今後さらに検討したい。

以上，富山県において確認されたフキ害虫について報

告した。このほか今後さらに確認される害虫もあると考
えられるが，フキの栽培上病害虫の問題がかなり大き

く，その生態，防除法について調査研究をすすめる必要

があろう。
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摘要

富山県におけるフキの害虫類について，1970～1972年

リンドウてんぐ巣病を媒介するキマダラヒロョコバイの薬剤防除試験(予報）

小池賢治＊・織田真吾*＊（*新井農業改良普及所・**北陸農業試験場）

K・KOIKEandS・ORITA:ScreeningofpesticidesforcontrolofO'"0Iα〃α汐率c2α

(Ishihara),thevectorofgentianwitches'broom．、

で，キマダラヒロヨコバイに対して有効な殺虫剤を検討

した。その結果，有望なものが認められたので，ここに

報告する。

報告に先だち，終始ご指導をいただいた北陸農試佐藤

昭夫室長，多大のご協力をいただいた新井農業改良普及

キマダラヒロヨコバイは，エゾギク萎黄病，ジャガイ

モてんぐ巣病，香料ゼラニウムてんぐ巣病，リンドウて

んぐ巣病などの媒介虫として知られている。これらのマ

イコプラズマ様微生物による病害には，未だ実用的な治

療剤がなく，媒介虫の駆除が防除の主軸と考えられるの １
１
１


